
 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

〒619-1411 

京都府相楽郡南山城村大字北大河原小字大稲葉４番地 

南山城村保健福祉センター内 南山城村社会福祉協議会 

電 話 0743（93）1201 / 0743（93）1202 （介護） 

FAX 0743（93）1211 / メール mura-shakyo@crocus.ocn.ne.jp 

ホームページ www.kyoshakyo.or.jp/minamiyamasiro/  

              Facebookページもご覧ください！ 

地域福祉活動計画は、南山城村の地域福祉を推進するため、地域住民とともに地域住民の視点で 

地域福祉を推進していくための活動の方向性を示したものです。 

＼第３期 南山城村地域福祉活動計画を策定しました／ 

 

1．地域福祉への関心をひろげよう 

さまざまな生活課題を抱える人たちについて住民が正しい知識や関心

をもち、理解ができるような地域づくりを推進します。 

 

【具体的な取り組み】 

●広報活動の充実 

●福祉教育の推進 

 

２．日頃の支え合い、見守りを広げよう 

地域で生活していくために支援が必要な人の見守りや地域住民同士の支

え合い活動の充実に努めます。 

【具体的な取り組み】 

●交流の機会や場の充実 

●見守り活動の連携強化 

◀ 表紙及び裏表紙については、 

南山城小学校４・5年生の 

みなさんにご協力いただきました 

ありがとうございました 

地域福祉計画策定委員会の 

みなさんに審議いただきました 

ほほえみ 
愛とふれあいの心豊かな福祉の南山城村 

第 126号  

令和 5年 5月 1日発行 

mailto:mura-shakyo@crocus.ocn.ne.jp
http://www.kyoshakyo.or.jp/minamiyamasiro/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※地域福祉活動計画冊子は令和５年６月に全戸へ配布予定です。 

 

３．「おたがいさま」のつながりを大事にしよう 

住民同士の助け合いや支え合いの活動等、地域のみなさんとのつながり

の場の推進や、ボランティア情報や活動の場を提供することでの地域福

祉活動の活性化を図ります。 

  

 

【具体的な取り組み】 

●福祉活動の担い手の発掘・育成 

●ボランティア活動の充実 

４．地域の活動拠点をつくろう 

だれもが気軽に立ち寄ることが出来て、ちょっとしたことへの相談窓口の

機能も発揮する身近な拠点づくりを支援します。 

 

【具体的な取り組み】 

●いきいきサロン活動や 

地域のつどいの場の推進 

●生きがい活動の充実 

 

 

 

 

 

５．地域で協働できる仕組みをつくろう 

社協 10支部がそれぞれの地域に応じた活動を展開していくことや、

支部間での情報共有、また地元企業等とのネットワークの構築をめ

ざします。 

【具体的な取り組み】 

●支部活動の連携強化 

●住民参加による助け合いサービスの

充実 

●地元企業等とのネットワーク構築 

 

６．住民と専門職で“協働アンテナ”を広げよう 

従来の高齢、障害、児童、生活困窮等の分野ごとの支援ではなく、

さまざまな分野を一体的にとらえ、必要な支援に取り組むことで地

域と専門職をつなぐ機能を強化します。 

【具体的な取り組み】 

●多様な相談窓口の開設と個別支援 

●介護事業と地域福祉事業との 

一体的な取り組み 

●権利を守り生活を支えるしくみづくり 

 

７．地域の防災力を高めよう 

災害時にだれも取り残されない地域づくりのために平常時から自分

たちの身の回りに支援が必要な人がいないか、また自分には何がで

きるかを考え、地域の防災力を高めていきます。 

 

９．コロナ禍でもつながりつづけよう 【具体的な取り組み】 

●コロナ禍での活動 

●食料支援と相談支援 

●オンラインツールの活用 

新型コロナウイルスの感染拡大によって、地域活動のしづらさや人のつ

ながりが希薄になる等、新たな日常生活の課題が発生しています。ま

た外出の機会が減ったことでの運動不足や、会社の倒産や失業、勤

務日数や勤務時間の減少による減収も課題となっています。 

【具体的な取り組み】 

●日常の防災意識づくりの醸成 

●災害ボランティアリーダーの育成 

●災害時のネットワークづくり 

 

８．地域の福祉活動の財源を考えよう 【具体的な取り組み】 

●自主財源の確保 

●ボランティア基金・共同募金・ 

助成金の有効活用 

●事業収入の安定化 

●公助の関係づくり 

地域でのさまざまな取り組みをわかりやすく広報することにより、

財源確保への協力を呼びかけます。 

また財源を有効活用し、地域福祉活動、福祉教育、ボランティア

活動等の住民参加の活動・事業の推進および生活課題に向け

た支援を行います。 


